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Ⅰ 債権回収強化の必要性 

1. 地⽅⾃治体の財政基盤の強化 
2. 公平性の維持に対する社会的な責務 
3. 地⽅財政健全化法と債権回収 
4. 債権回収強化の効果 
5. 債権管理条例 

 
Ⅱ 債権回収の基礎知識 

1. ⾃⼰破産 
2. ⽀払督促 
3. 訴訟の提起 
4. 訴訟上の和解 
5. 強制執⾏ 
6. 抵当権の実⾏ 
7. 差押 
8. 私債権と公債権 
9. 滞納処分 

10. 時効 
11. ⺠法改正の動向（時効、保証等を中⼼に） 
 

Ⅲ 債権回収の実務 
1. 考慮要素 1…各種⼿段の費⽤対効果 
2. 考慮要素 2…各種⼿段の回収可能性 
3. 情報収集 1…債務者⾃体からの情報収集 
4. 情報収集 2…債務者以外の者からの情報収集 

 
Ⅳ 不良債権処理の実務  

〜特に不納⽋損について〜 
1. 不納⽋損とはなにか 
2. 不納⽋損の条件（消滅時効との関係） 
3. 不納⽋損処理を⾏うに当たっての議会⼿続 
4. 不納⽋損処分に関する事務処理要綱 

[管理規程等]がある場合  

Ⅴ 各種債権回収の事例検討 
         〜ケーススタディによる演習〜 

１．⽔道料⾦ 
２．新築住宅資⾦ 
３．公営住宅家賃 
４．給⾷費 
５．授業料 
６．病院診療費 
７．福祉関係貸付⾦ 
８．⽣活保護費返還⾦の未納付 
９．中⼩企業の振興のための貸付⾦ 
10．公共⼯事の請負⼈の倒産と違約⾦等 

 
Ⅵ 税をめぐる問題 

1. 無益な差押の禁⽌  
2. 超過差押の禁⽌ 
3. 納付交渉・納付誓約 

 
Ⅶ その他 

1. 債権回収場⾯で気をつけるべきこと 
2. 多⾓的な判断を要する事例 

   3. ⽣活困窮者に対する債権回収 
 

※当⽇は質問も受付しております 

【講師紹介】  
自治体債権研究会 代表 
津簡易裁判所調停委員 / 津家庭裁判所調停委員 

楠井法律事務所 弁護士  楠井 嘉行 氏 
昭和 55 年～58 年三重県職員。昭和 60 年弁護士登録。 
三重県下 19 市町の法律顧問、三重地方税管理回収機構法律顧問等
【著書】「自治体の債権回収」(公職研)/「行政対象暴力Ｑ＆Ａ」 

(ぎょうせい)/「自治体と弁護士の連携術」（ぎょうせい） 他 

【講師紹介】  

 

楠井法律事務所 弁護士  飯田 真也 氏 
 
平成 23 年弁護士登録。 
平成 24 年～26 年明石市役所任期付公務員。 
行政事件を中心に取り組む。 

日本経営協会・中部本部 松尾 行 （この面をそのままＦＡＸしてください）              ＦＡＸ（０５２）９５２－７４１８ 
□ 日本経営協会会員  □一 般 （該当する方にレ印を付けてください）2019/5/23-24 

60012267  「債権回収・不良債権処理の基本実務」 講座・参加申込書              年     月    日        

ふりがな 
団体名 

 
℡ 
Fax

（  ）  － 
（  ）  － 

ご派遣責任者（ご連絡担当） 
所属・役職名 
 
 
               
氏名 
 
 
              印

             

 

所在地 
〒 

№ フ リ ガ ナ 
所属・役職 担当 

経験 参 加 者 氏 名 
   年

月 
   

年

月

＜ご記入（レ印）のお願い＞ 
この講座の開催情報を得た時期は、 
講座開催日の 
□半年以上前 □3ケ月～半年前 
□2 ケ月前  □1 ケ月前 
□2 週間前  □1 週間前～直前 

 

＜通信欄＞ 

※請求書の宛先についてご教示ください。（□団体名と同じ   □その他                       宛） 
・3 名様以上でお申込の場合は、別紙等に記載しあわせてお送りいただくか、複写してご利用ください。                                                         
・参加申込書にご記入いただいた情報は、以下の目的に使用させていただきます。 

①参加券や請求書の発送などの事務処理 ②セミナーなど本会事業のご案内 なお②がご不要の場合は、右□をチェックしてください。 □ 

◆講義項目◆ 


